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お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

十
二
月
八
日
夜
、
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
八
戸
市
で
最
大
震
度
六
強
を
観
測
、
一

次
は
、
津
波
注
意
報
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
震
源
地
に
近
い
、
本

校
と
同
じ
水
産
・
海
洋
高
校
で
あ
る
青
森
県
立
八
戸
水
産
高
校
で
は
、
校
舎
に
破
損
箇
所
が
あ
っ
た
も
の

の
、
学
習
活
動
は
支
障
な
く
行
え
て
い
る
と
い
う
情
報
で
、
少
し
は
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
（
地
震
、
津
波
、
火
事
、
大
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
）
に
、
私
た
ち
も
、

日
頃
か
ら
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

八
月
の
終
わ
り
か
ら
始
ま
っ
た
長
い
二
学
期
に
は
、
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
、
海
洋
祭
、
一
年
生
の
学

科
・
コ
ー
ス
選
択
、
二
年
生
の
研
修
旅
行
、
三
年
生
の
進
路
決
定
の
取
組
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

明
日
は
、
京
都
市
内
で
京
都
府
内
の
府
立
・
市
立
高
校
が
一
堂
に
会
す
る
探
究
エ
キ
ス
ポ
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
学
期
も
部
活
動
で
は
、
こ
の
後
の
伝
達
表
彰
で
紹
介
し
ま
す
が
、
輝
か
し
い
活
躍
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。 

 

他
校
で
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
や
台
風
な
ど
の
災
害
も
な
く
、
ま
た
交
通
機
関
の
乱
れ
に

よ
る
休
業
も
な
く
、
本
日
、
無
事
こ
う
し
て
令
和
七
年
度
の
二
学
期
終
業
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

本
日
、
二
点
お
話
し
し
ま
す
。 

 

一
点
目
は
、
近
隣
住
民
の
方
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
で
す
。 

 

『
十
一
月
十
八
日
（
火
）
夕
方
十
八
時
頃 

雨
の
中
、
買
い
物
帰
り
で
多
く
の
荷
物
を
抱
え
て
帰
宅
す

る
た
め
に
歩
い
て
い
る
と
、
海
洋
高
校
生
が
「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
て
、
自
宅
ま
で
荷
物
を
運

ぶ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
体
力
も
落
ち
て
き
て
、
大
変
だ
っ
た
の
で
本
当
に
助
か
っ
た
。
耳
が
塞
が
る

か
ら
か
、
わ
ざ
わ
ざ
着
て
い
た
合
羽
の
フ
ー
ド
を
取
り
、
礼
儀
正
し
く
対
応
し
て
も
ら
え
た
。 

 

ま
た
、
雨
の
中
濡
れ
な
が
ら
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い
か
心
配
だ
。
』
と
い
う
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

栗
田
地
域
に
立
地
す
る
海
洋
高
校
で
、
海
洋
高
生
一
人
の
行
動
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
信
頼
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
か
ら
感
謝
さ
れ
る
海
洋
高
校
と
な
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

二
点
目
は
、
気
候
変
動
を
伴
う
自
然
現
象
に
つ
い
て
で
す
。 

 

十
二
月
初
め
に
、「
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」
選
の
二
〇
二
五
年
新
語
・
流
行
語
大
賞
が
発
表
さ
れ
、
高

市
首
相
の
「
働
い
て
」
を
五
回
繰
り
返
す
発
言
が
年
間
大
賞
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
く
流
行
語
の
ト
ッ

プ
テ
ン
の
一
つ
に
、「
二
季
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
日
本
の
冬
春
夏
秋
と
い
う
四
季
が
、
夏
と
冬
の
二
季
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
言
い
表
し
た
も

の
で
、
三
重
大
学 

生
物
資
源
学
部 

教
授 

立
花 

義
裕
先
生
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
研
究
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

十
月
十
九
日
（
日
）
に
、
ミ
ッ
プ
ル
で
、
そ
の
立
花
先
生
の
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
近
年
の
異
常
気
象
、
特
に
、
こ
の
夏
の
暑
さ
の
原
因
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

立
花
先
生
に
連
絡
を
取
り
、
使
わ
れ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
で
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
是
非
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
、
気
候
危
機
の
こ
と
を
理
解
し
て



も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 

早
速
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
偏
西
風
っ
て
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
地
球
の
周
り
を
西
か
ら

東
へ
向
か
っ
て
吹
い
て
い
る
風
の
こ
と
で
す
。
地
上
で
は
な
く
、
上
空
で
観
測
さ
れ
ま
す
。
地
球
の
北
極
・

南
極
に
近
づ
く
ほ
ど
寒
く
、
赤
道
付
近
に
近
づ
く
ほ
ど
暖
か
い
た
め
に
起
こ
る
「
温
度
差
」
と
「
地
球
の

自
転
」
と
い
う
二
つ
の
原
因
で
吹
い
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
温
暖
化
の
影
響
で
、
北
極
と
赤
道
の
温
度
差
が
少
な
く
な
り
、
（
こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
よ
う
に
）

偏
西
風
が
蛇
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
蛇
行
の
影
響
で
、
夏
の
太
平
洋
で
、
北
赤
道
海
流
や

黒
潮
の
影
響
も
受
け
発
達
す
る
太
平
洋
高
気
圧
が
暑
く
長
い
夏
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

ま
た
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、
温
暖
化
で
氷
河
の
面
積
が
縮
小
し
、
氷
や
雪
で
覆
わ
れ
な
い
土
地
が

広
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
水
よ
り
比
熱
が
小
さ
い
陸
地
は
、
冬
に
は
、
極
端
に
温
度
が
下
が
り
や
す
い
性

質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
陸
で
冷
や
さ
れ
た
空
気
（
大
陸
の
高
気
圧
）
が
、
蛇
行
す
る
偏
西
風
の
影
響
で

日
本
に
到
達
し
や
す
い
た
め
、
寒
波
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

（
ス
ラ
イ
ド
）
世
界
地
図
を
見
て
わ
か
る
と
お
り
、
日
本
が
世
界
最
大
の
海
洋
「
太
平
洋
」
と
、
世
界

最
大
の
大
陸
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
」
の
境
界
付
近
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
今
年
の

梅
雨
明
け
が
早
か
っ
た
よ
う
に
、
夏
が
長
く
、
さ
ら
に
は
冬
が
厳
し
く
長
く
な
る
。
結
局
、
春
と
秋
の
期

間
が
短
く
な
り
、
夏
と
冬
の
い
わ
ゆ
る
「
二
季
化
」
が
進
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
世
界
最
大
の
海
洋
「
太
平
洋
」
と
、
世
界
最
大
の
大
陸
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
」
の
境
界

付
近
に
位
置
し
て
い
る
日
本
が
、
温
暖
化
の
影
響
を
世
界
中
で
最
も
受
け
て
い
る
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

 

立
花
先
生
は
、
早
急
に
地
球
規
模
で
対
策
を
実
行
し
な
い
と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
温
暖
化
に
な
る

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

最
近
、「
京
都
府
産
の
丹
後
ト
リ
ガ
イ
が
大
量
に
死
亡
」
（
十
一
月
一
日
京
都
新
聞
）
、「
瀬
戸
内
海
の
カ

キ
が
大
量
に
死
ん
で
い
る
。」（
十
一
月
二
十
日
毎
日
新
聞
）
、「
秋
サ
ケ
凶
漁
」（
十
二
月
十
六
日
水
産
経
済

新
聞
）
な
ど
な
ど
、
海
水
温
上
昇
が
原
因
と
さ
れ
る
、
切
実
な
水
産
物
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
あ
り
、

大
変
気
に
な
り
ま
す
。 

 

明
日
か
ら
冬
休
み
に
入
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
こ
の
地
球
的
規
模
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
む

か
。
皆
さ
ん
も
、
そ
ん
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
冬
休
み
に
し
て
も
ら
え
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

年
末
年
始
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
、
将
来
の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
良
い
機
会

に
し
て
く
だ
さ
い
。
事
故
や
け
が
に
は
十
分
注
意
し
、
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
三
学
期
に
向
け
て
の
準
備
も
忘
れ
ず
に
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
目
標
を
立
て
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、
皆
さ
ん
が
元
気
な
姿
で
、
令
和
八
年
一
月
八
日
三
学
期
始
業
式
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

  
 

 

令
和
七
年
十
二
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

上
林 

秋
男 

以
上 

 


